
浄化槽法 

 

（設置後等の水質検査） 

第七条 新たに設置され、又はその構造若しくは規模の変更をされた浄化槽について

は、環境省令で定める期間内に、環境省令で定めるところにより、当該浄化槽の所有

者、占有者その他の者で当該浄化槽の管理について権原を有するもの（以下「浄化

槽管理者」という。）は、都道府県知事が第五十七条第一項の規定により指定する者

（以下「指定検査機関」という。）の行う水質に関する検査を受けなければならない。 

２ 指定検査機関は、前項の水質に関する検査を実施したときは、環境省令で定めると

ころにより、遅滞なく、環境省令で定める事項を都道府県知事に報告しなければなら

ない。 

（設置後等の水質検査についての勧告及び命令等） 

第七条の二 都道府県知事は、前条第一項の規定の施行に関し必要があると認めると

きは、浄化槽管理者に対し、同項の水質に関する検査を受けることを確保するために

必要な指導及び助言をすることができる。 

２ 都道府県知事は、浄化槽管理者が前条第一項の規定を遵守していないと認める場

合において、生活環境の保全及び公衆衛生上必要があると認めるときは、当該浄化

槽管理者に対し、相当の期限を定めて、同項の水質に関する検査を受けるべき旨の

勧告をすることができる。 

３ 都道府県知事は、前項の規定による勧告を受けた浄化槽管理者が、正当な理由が

なくてその勧告に係る措置をとらなかつたときは、当該浄化槽管理者に対し、相当の

期限を定めて、その勧告に係る措置をとるべきことを命ずることができる。 
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